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1) 新7 スートリア学派とは， Lud wig VOn Mises，およびFriedrichA. Hayekと，彼らの流れを
故む7 ストリア学派の最新世代に属する学者たちを指す。アメりカでほ L.Lackmann， 1.Kir~ 
zner. M. Rothbflrd. W. Block. J. B. Egger， R. W. GarrisoIl， W. Grinder， G. P ぴDriscol1.
Jr. M. J. Rizzo， D. Armentano，イギりスでは， G. L. S. Shackle， B. Loasby. A. Goddington. 
G. F. Thirlby， J.Wiseman. S. C. Littlechild， W. D. Reekieなどが代表的である。
2) と〈に以下の著作はこのような評価を鮮明に打出している。 D.T. Armentano， Antitrust and 
M(J110poly， 1982， passim; A. Shen.eld， Myth and Reality開 Antit門叫 1983，passim; M 
Rothbard， Power and Market. 1970， pp. 59-60 
3) L】bertarianり日本語訳について，ロパ ト ノ←ジック『アナー キー 国ー家ユー トピア』ノ

























4) Cf.. F. A. Hayek. The Use of Knowledge in Society Cin his lnd日idualism 山1dEcono 
mic Orde" 1948， Midway Reprint 1980. pp. 71-79) ; 1.M. K阻zner，Comtetition and EntT-
epreneur.shiP， 1973， passim 
























5) 以上の有効競争論と独占禁止政策論の位置づけについては J.S. Bain， Industrial Organi 
zatz叩.1959， 2nd ed.， 1968.宮沢健一監訳「産業組総論」上下，昭和 45年，序章・第1章・
第13章第¥4章を参照されたい。完全競争論とその批判については，拙稿，競争の概念， I彦根
論叢」第218号，昭和田年1月， を参照されたいロ
6) Hayck. op吋， p. 94 























7) カタヲク γ にーついては以下を参照されたい。L.Mises， Human Actio71， 1949. 3 rd. Revised 
ed.. 1963， passim. especially pp. 232-256; Hayek. La初" Legislation and Liberty， 1976， vol. 2， 
pp. 10千109;Hayek. New Studies in PMlosothy， Politics. Ec刀nom:'csand the H utoryοf 
Ide刀s，1978， pp. 90-92. 



























































12) Cf.. M. Rothbarcl. Man. Econamy and State. 1962. pp. 59(}-593. 






















































13) L. Mises， op. ciι， p. 359. 
14) Cf.. Rothbard (1962)， op. cit.， pp. 604-607. 
























15) Cf.， W. Block，“Austrian Monopoly Theory-A Critique "，Journal 01 Libertα円四Studies，
vol.1， No. 4. 1977， pp. 271-279 
16) Cf.， M. Rothhard (1962)ορ. cit.， 591-592; and Armentano， op. cit. p.42. also Cf. 
Armentano， A Critique of Neoclassical and Austrian Monopoly Theory， in L. M. Spadaro 
(cd.)， New Direction in Austrian Ec開 omics，1978， pp. 108-109. 

























17) Cf.， Armentano， ib時d
18) 以下については拙稿，市場構造の意議.，章旗論議」第219号，昭和田年3月に詳しし、。
















































































イギリスのづ壬 ν・ローの独占観と一致し. 16~17世紀のイ γグヲ y ドにおい
て，商業と外国貿易の独占，営業の自由をめぐって展開された王権主自由主義
者たもの歴史的闘争に由来する由緒ある定義であることを認めている山























21) Cf.， O'Driscoll， ]r. Monopoly in TheOry and Practicc. in Kirzncr (ed.)， Mcthod. PrOC 
es， and Austr師 nEconomics. 1982. pp. 191-193 
22) Pasouf， Jrによれば，レンドシーキングは「政治活動を通じて所得機生全創出しようとヲる
個人あるいはグルー フによる企図」と規定される。 Cf.，Kirzner (ed.)， :"bid， p. 219. なお， レ
ント・シー キングそのものの詳細については，次の書物を書照されたい。 J.M. Buchanan et al. 
To叩 rda Theory of the Rent-Seeking Society， 1980 
23) Rothbardは， i効果的競争に対する最も重要な政府自チzック白一つ，それゆえ政府による




























24) Cf. Armentano (1982)， ot. cit.; Shenfield (1983)， ot. cit. 



























26) たとえば G.J. Stiglerは，アメりカの反トラス 1政荒の結果として，少数のエコノミストだ
けで年間 ~5凹万ド"を主として私的な当事者から受取っていると推定している。 Cf. ， Stigler， 
The PleasU1町 andPains of Modern Capitalism.， IEA， 1開2，p. B 
38 (362) 第 136巻第4号
と考えられるのである。真に独占的弊害を除去しようとするのであれば，独占
禁止法を厳格に実施するのtではなしむしろ独占禁止法を含む政府の市場経済
への介入を廃止すべきであるというのが，新オーストリア学派の主張であるが，
乙の主張を実現するのは，以上に述べた独占禁止法をめぐる状況を考慮しただ
けでも，容易ではないと思われ品。
(1985年8月10口稿〉
